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 肝細胞がん（HCC）は予後不良の疾患であり、世界的には悪性新生物のうち、死因の第 2 位を占める。肝細
胞がんの原因は、以前は B型・C型肝炎ウイルスを起因とした慢性肝炎や肝硬変が多かったが、抗ウイルス薬
により治癒が見込まれるため、ウイルス性肝炎自体は減少傾向にある。一方で、食生活の西欧化に伴い、生活
















線 CT 装置を応用することで、500μm 以下の超微小腫瘍の CT イメージングに成功した。また標的とする微小
腫瘍含有の組織切片の可視化に CT イメージングを応用し、特定の微小腫瘍を同定・摘出する技術開発を行っ
た。この方法で単離した大きさの異なる複数の腫瘍の免疫染色を行い、がん進展メカニズムの解析を行った。
その結果、超微小腫瘍においては、GLUT1 や PTEN タンパク質の僅かな発現パターンの変化が、がんの進行へ
関与していることが示唆された。NASH-HCC では、糖尿病、高脂血症、炎症反応、遺伝子変異、腸管微生物、
（書式１８）課程博士 
2 
 
などが発がん段階にて複雑に相互作用していると考えられている。これらの要因の蓄積が腫瘍増悪に関与して
いるのかもしれない。NASH-HCC の発がんメカニズムは不明な点が多いが、本研究により、腫瘍の進展に関連
するタンパク質を解析する基盤技術の確立ができた。本技術の応用により、NASH-HCC の進展機序の理解が深
まるとともに、得られた概念がスクリーニングマーカーの開発や治療薬の開発へつながることが期待される。 
